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ジア ン 技 術 の 現 状

・ グラビア買彗照・

・ア イリカーの大放挨會祀NRCで |ま  20万 ヽからの防牢要員}1オ ン
ビジヨンで技術の鰯智をして非常に成功ヤ収め,1^十後 テンtrノ ■
ンは學校教育に大革命を興えるだろう。という蚊i食 セ アメリカゥ組
波で聞いたと入本秀次光 からうか Oiい  なる1よ ビ f‐

`'〉

罰 r‐て |ょぃ

まに季後の先生が失 慇てしまうかも知れないな ti l 冗|:tiヽ な :
品 i flの |ま絡戦後間 もないころだつた。

そオ|か ら 1年  り●7″ リカで|ま商業技途び責現し 大統領、.,市111
共和笛大會の責況 準闘や野球の試奮 病院こ'「術1■ :句の外「 |∫ 山午

映 して學會で見せたとか色々と政ましい話が毎わつてくるのに 日本
て|ままだ研究室内で細々と責験しているに過ぎない。それtt意 しヽ ・敗

職の姿だといつてしまえばそれまでだが テレビジ ヨン技術は∵′,・
つを取つても 現代科學の技術の梓たらぎるものはない。衣貪ll_に ム
事かく日本の現状でlt この最高度の技術の成果を一般家庭にまでも
たらすことがまだまだ困難なのである。

そ の 原 理

遠方の出末ごとや場面を居ながら

にして手に取るように見る これが

テレビジヨンである。ヽヽま 動かな
い縮を甲地から乙地へ途る場合を考

えよう。その結を第 1日のように縦

績に何本かの線で日切つてみる。そ

のモザイク螢面の各方限の中の小部

分は 線を多 〈すればそれぞれ李均
の濃淡になる。国のように縦横瞳か

r50本ずつ i■日分し A B cと た

つた 3種の晨淡の程度にわ:すただ|す

でも 一應 櫓として見分けること
が出来よう。

この櫓を甲地から乙地に選るには

乙地では豫めこれと同じように縦績

50ずつに仕切つた方眼紙を用意して

おき 1 2 8… …と封懸する1′
2′ y… …をそれぞれ同じような晨
淡度に再現し 第 1列が絡つたら第
2列に移り 順次に 1番下のタリまで
やつてゆけばよい。テレビジョン|よ

このようにして小L劃 の明暗 (濃

柳 【健 次

滞 )iオ まず適富な電気信祝にかえて

それたlR途 りに目的地まで邊 り そ
こもこの  備構を再びもとの明晴
‡《  l〆て ゆ呼よく配夕1す るとい
う仕掛:卜 1な

‐lて いる。しかもこの

操作をフト常に早 tヽiハ  ヽ斎通 |■ 1秒
間に
"な
い l´ 30回 、この操作を録返

す。だから動く纏を遺ることも 映

質と全く同じ原理で出来るわけであ

る。            、
宮 員 電 選

こう説明すると だれでも富瞑電
機のことを想い浮べる。それはすで
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行うために 途中曲

またはmコ イルをおいて  させ

ねばならぬ.その走査は第10興の|
うにA→B ,→C C→ D……と
いう道を壼いてゆく●責際に必要な

のはA→B C→ D……だから 目
諄B→C D→E……はできるだけ

早く猥らせ しかも限にははいらぬ

ように渭している。ともかく 電子

流にこういう運動をさせるためには

テレビジヨンは

"11日
■

それを積に振らせると同時に 少し
ずつ樅にズラせねばならぬ。従つて

偏向装置には垂直 水不 2組の電機
または電磁コイルが必要である。

そこで 選られて来た映像電流に

應
・
じて螢光面の暉点の明るさを慶え

るためには 電子流の張さを菱えて

やる必要があるが それは制御幡子

の役目である。つまり映像電流を格

子に加えてやると それに隠じて螢

光画の明るさが日

化し 映像力瞬現

される0

選る方と受ける

方の心田部分 撮
像管と受像管の標

子は これて一通
りわかつた●しか

し いざ責際にテ
ンピジヨンの放選

をしようとなると

この他いろいろ複雑な技術的問■が

ある。わけても繰呼爾方で完全に歩

爾場合せた走査を行うこと つまり

「同期」は最も重要でしかも難しい

問題だが ここでは割愛することと
14よ う.多少ともラジォに興味をも

つている人々は テンピジヨン放選
の大ざつばな系統日の一例を第10日

によつて見てはしい0(‖ は日本ピ
クター技籠
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=女
電子放射

腱助電子
― に

つけると そ
―
から

二次的に別の電子がとび

出す。初めの輝すを一次

電子 追ぃ出された暉r
を二次電子とぃぃ こ●
現aを二次電子放射とい
う。一大電子の理度を増

すと 出て泰る二次田甲
の日けあるuで 最大と
なら それ以上■究電子
の菫
=を
■け と菫に減つ

癖 る。

いま―日の一次ETを
ぶつけて 臓目の二次電
子を取出せたら 二次電

す晨
― l用して電子配

の九 、さを90fこ とがで

きるわけた。セ ン
'ム発電賢 の 用 と同線に

銀口を通雷に ■%し て
から さらにその上にセ

曜 留濤韓 鯛 も最

け 一つの故射口からの
二次電子をロヌに■南■´

て 次の口にあてるこた
を諷返すと 最初の歓目
な―ス電子酔 ■めて頭

う・つてしまう。だか「, 第 1路極と

第 2陽細  または第 9日のように陽
極と置臓 コイルの組合せで 電界 ま
た|ま磁 界に よつ て電子の運動方向

′・通常にまげてや りちようど光をレ

ンス
‐
で牧 戯 して 焦点を結ぶように

電子流●ミ』点に集るように集東 して

やるのである。

走革詢

■ 10日

また 選像側テンピ●カメラのモ
ザイタ電極上の電子流の定査と発詭

に同じ歩調で (こ れを同期という)

プラウン管の電子流の百を摂ろ つ

ンウ ムで被膜 した もの

は 一次電子の象倍の二
菰電子を敏出する。この

ような二次電子放射面を

ぃ電子面に増倍できる。

このような管を二次電子

増信管とい う。日は原理

を示した慣型である。

低
速
度
走
査
⌒縦
一

途からは腱値線 ォンログラフともい

われるが

““

年フリードリヒ●プ

ラウ・/ヵB10的に高速で慶化する現
象の研究■蘭に大そう責用的な陰楓

腱管を作 り出して以来  いまではノ
ラゥ・/管が一般の■ 0名になつてし
まつた

口えIIE目 の電気は60サイタル
の交流だとい うが プラフソ管を使
えば たったoo分の 1秒間の電流の
渡移を眼で見えるようにEき出すこ
となどは朝阪前だ。39日 にその需
法の 1例を示す。左端の電子銃 とは

電子を震射する姜置で 普通のに基
管と同 じ傍 熟型の 険福 制御 格子

(′ フツド)第 1田籠 第 2日麓な
どから出来ていて 加議 した陰極か
らとび出した険極線つま り電子流は

陽組で加速され 踊桓の中央の孔を

通 りぬけて 大きな速度でフラスコ

型の管底の螢光面ににつき営る。こ

の螢光面とは硫化亜鋼や佳酸 カルシ

ウ ム の よ うな贅光物質の

“

い瞑を

管底に観せた もので 高速の電子流
がつき雪 るとい わゆる螢光を 壼す

る。その螢光の明

るさは 受けた劇
戦の張さ すなわ
ちぶつかつた電子

の速度と電子流の

大きさで理る。

電子流は電子の

集合だから 陰極
から出たままを鳳

に加濾 したのでは

電子のもつ負の電

氣で互に斥けあう

ため 電子流は日

SCIIHcl

加
無
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漬霞さオtる 。ところが この走査冒

子ビームがいままで度々説明 したよ

うにもと察た湾を戻つてゆき この

戻りの電子ピームがモザイク電極の

放電の多少にEじ て 映像信瞬ケ運
び偉える。この電子ピームは国のよ

うに電子銃の陽幅面に衝突して 彊
い二次電子を放出し この二次電子
流はその電子銃の周国に設けられた

"電
型の二次電 子情 ■管 (駆

照)によつて 4段増幅され 映像 Fa‐
強として外部に導き出される。RC
ムの主張するその利点は (1)どん

な低照明下 の光景 も自由 に途 れる

(2)ピ・/卜 が深 くなり  もよく
出る (3)安定度よく急激に照明が
理化してもよく撮れる (4)光躍的
映像は小型でよく 摯遼 レンズも使
用可能 (5)樫量で携需用テンピカ

メ    ′′`ら ヽ |
て そご′上 |■澤日 〕孔■

農すよう1~"く 昭障イ:で

"8ロ

メラに好適などで まず理想的高感
度撮像管ということができよう。

プ ラウン管

歎 コイリレ 粗 子

二次電子
倍増管

―

隔 極

偏百コイル ‐
両 ガ グ  ニ次電子:ノ

′
Jレ/    ~~~′ ■`‐′

う。現在のテレビジヨノ受像日とく

板とメ ,シ ■を口合せた

情球のもである。

に家庭用受趣二
・●
"― す́べてがプ

ラ

ウン管を使つていると思つて関嘔ト

はない。ブラウン管は最も一般的な

饉

物

映
像
信
号

陰
極

諄しようとLたところ NBCで は 突
然上厩禁止■́行つて問題をまき銀 した。

日 本 の 現 状

暇前 東京オフンピツクを目標に 砧
‖つ日

…

●鬱講田厖u元から腋 を

使つ
-2ま 一

日本のテレビ

舞ヽ麗置塁悪窪謬舞鯛
テンピジヨン研究の自由を認められ ど
うやら研究再開 し軌道に乗つてきた。

ます 日本餃盤鶴會技術研究所では国
前の協帯用テレビジコン装置を修理■目

し ぃち早く昨年 6月寅口を公開し BI
口いて壼像管および受像管に開する基

"研究を行つている。日いて 日本ビタ′
―
―
鳳 暇EDRC Aか ら籠入した

-16-

後に受けるallについて考えてみよ  電子線管または陰極線管で その用
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テレビジヨン装置を改造修理し 日本で  いoア メ,力のRCAは ,レ ビジヨンの

It“″てのた査線 525本で2像 L好ロロ  ため これまで■に
`口
8千万ドルをロ

4月,め 昨秋か
',し
ば 1´ ば公開 L_た。な   している。また今日ICおいても手万 F几

多,同「Iでは受像管
およじ
・
受像観に関す =,  

月上の損失を見ているという。このよう

碁匠的研究tr行つている。つぎに 日本  にして■去20年凛書■して泰た■力が今
日現われて買を籠んでいるのである。わつロムピア株式會就では騒前の買ロロ■
れわれ日本の現豚lt低下した餃質をやが全部慨失したので 職螢新たに選受像
つと駅前のレベルrヨ l戻すとぃうのが嘘

肇置を饉立て ,月中旬公開を行つた。
しぜぃである。アメリカにおける■目の

また
‐
韓 謳 綺 就で―

再
跡を 1日 も遠力■■日本こ取入れようとす

び研究を開鶴し
'月
はじめ朝日新聞で行 るE口さが必要だと思う。日本のテレビ

われたテレビジヨン同好會 ぐ日本の研究 ジヨンがいつ買 用になるか? それは
者の連蠣標開)とAIHの需口●で一般公 われわれの生活の安定

"先
― 口■

で

商 つた。このほか 日本EX―   ズ化生活― がなくて=足とびに'レEt“ 電気壼ロー  演
“

な  螂 酵 動 こと

"れ
ヽ

どもそれぞれ研究を再開 主として基本  しかし 日本の現眈は 費食住3た安定
鱗究を行つているが 東大 阪大 東大   すれは 8年目ころからはIr 7「ヮ出ほ
日立製作所 ′::西観口製作晒などでは  じめる摯緒は8“ ろヽ● 5年績には■
回路理論 材料部品 方式などの研究が  願期にはいるとmfる ことも ―
―
ている。 ― 力期

■決LiCで
"口"ヽ
だろ

口Pマは一期にして威つたものではな   う


